
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 平成 27年 12月 
発行： 吉川友子後援会   会長   上野昭久 

    幹事長  清水千恵子 

   事務局長 藤井恵 

私は、元農林水産大臣で今は TPP に反対し、全国で活動して

いる山田正彦さんの山田塾に通っています。月 1 回ですが、

毎回講師を招き、お話を聴き、一緒に討論し、意見交換します。

前回の講師は鳩山友紀夫元首相でした。鳩山さんは東アジア

共同体設立を強く望んでいて、そのために活動を続けており、

アジアの平和を守るには友好的な交流が必要であると訴えて

いました。首相であった当時、普天間基地の県外移住を訴えて

いましたが、さまざまな圧力で断念せざるを得ず、その反省か

ら、今も沖縄に通い続けているそうです。（友子） 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 
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「地域おこし協力隊」の募集が実現 

 27 年 3 月議会の一般質問で、吉川友子は「地域おこし協力隊」

の必要性を訴えました。この制度は、総務省が人口減少地域の振興

のために、国で生活費や活動費を補償し、地域に人材を派遣すると

いうものです。全国ではすでに１５００人余の隊員が活動していま

す。この一般質問に対し、具体的な要望があれば佐久市でも募集し

たいという答弁をいただき、9月議会において、地域おこし協力隊

募集に必要な経費の補正予算が可決されました。これにより、佐久

市においても地域おこし協力隊を募集することになりました。 

 地域おこし協力隊は、最近、東御市などの例が新聞で紹介されて

いましたが、都市部から地方へ住民票を移してもらい、地域おこし

や農林水産業、環境保全活動、住民の生活支援など様々な分野で 1

～3年間活動してもらう人たちのことです。今まで、隊員の約 4割

は女性、約 8割が 20～30代、そして約 6割が任期終了後も同じ地

域に定住しているとのことで、人口減少や過疎化の対策として有効

ではないかと考えます。佐久市として地域おこし協力隊の募集は初

めてなのですが、若い人たちの定住や特産物開発、農林業振興、福

祉活動などに役立てることができればいいと思います。来年度 4月

より採用となるよう募集・面接などを行っていく予定です。 

 TPP協定は大筋合意  

しかしこのまま承認すると大変な事態になる 
 TPP協定については 5年以上の非公開交渉の後、11月 5日に大筋合意文

書が公表されました。日本が「聖域」としていた 5項目中、約 3割は関税

撤廃、全品目で見ると、95％が関税撤廃となる内容でした。国内農業への

打撃が懸念される中、先日新聞報道では、長野県農協グループが依頼した

試算によると、長野県の農産物産出額が 13.8％減少、豚肉・牛肉はそれぞ

れ 7割・6割の減少、リンゴは 4割超、関税即時撤廃のぶどうは 3割超の

減少となる試算結果でした。コメは国内農家が一生懸命作った国産米を備

蓄米にまわすなど理解しがたい状況になるようです。TPPはまだ締結して

いないので、このような多くの懸念を示し、締結の延期を望む声も少なく

ありません。佐久市においても、基幹産業としての農業への打撃は避ける

ことはできないと考えます。食の自給をあきらめるということは、自分た

ちの命を他国に預けることと同じです。食の安全面でも添加物や遺伝子組

み換えなど、心配な要素は多くあります。 

 医療保険の面でも混合診療が認められるようになると、保険適応の診療

が保険適応外の診療になるのではないかと危惧されます。混合診療の解禁

が医療費の上昇につながるといった見解もあり、すべての国民が平等な医

療を受けられる国民皆保険の制度が崩される危険性があります。 

また、国境なき医師団は、TPP には安価なジェネリック医薬品の普及

を制限する条項が含まれていて、多くの人の命が危ぶまれる危険があ

るとの懸念声明を発表しました。アメリカでは薬価は製薬会社により

決められることから、値段の引き上げが続き、保険に加入していても

薬が高すぎて買えないという状況もあります。日本では政府が薬価の

上限を決めていますが、そういった法律が ISD 条項（企業などの投資

家が利益の妨げになる条約や法律などを対象に国や自治体に対し訴訟

を起こせるという条項）により国が訴えられる可能性もあるのです。

国際条約は国内法より優先されます。米韓 FTA を結んだ韓国は訴訟を

避けるために多くの国内法を変えざるを得ないという状況です。 

 米韓 FTA により韓国では病院や学校が株式会社化されているそうで

すが、日本もそうなる可能性もあります。すべてが利益重視となった

社会では経済格差が広がります。医療や福祉、教育までもサービスや

ビジネスの市場にすることに憤りを感じます。TPP は国内被害のみな

らず、世界的に考えると、途上国に被害を及ぼす「加害者」となるこ

とも忘れてはいけません。 

子宮頸がんワクチンの副反応について 

 26 年 6 月議会の一般質問で、子宮頸がんワクチン副反応の事例などを紹介

し、推進を抑え検診を推進するように訴えました。今年 9月 17日、厚生労働

省が、子宮頸がんワクチンの副反応患者追跡調査結果を有識者検討会に報告

しました。調査では 2009年 12月から 2014年 11月までに接種を受けた 338万

人のうち、何らかの症状が報告された 2584人を追跡調査しました。経過が確

認できた 1739 人のうち、186 人が「未回復」の状態とわかり、この結果を受

け、検討会では 2013年 6月以降控えてきたワクチン接種の勧奨の再開を見送

ることとしました。海外の副反応報告数と比べ、特別に高いわけではありませ

んが、日本では比較的症状の重い患者が目立つと言う専門家が多いのです。 

 佐久市では副反応と考えられる報告は数件だったそうですが、みなさん回

復しているという回答でした。患者側から連絡がない限り、市からのフォロー

はしていないそうです。一度回復してからまた同じ症状や違う症状が再発す

るというケースも報告されているため、佐久市でも数人の女の子たちのフォ

ローも必要ではないかと考えます。今後もこの問題を患者の立場でとらえ続

けていこうと思います。 

 実際、市内でも娘さんの将来を心配している親御さんがいらっしゃいます。

未来のある若い女性たちを大事にすることこそ佐久市の将来にとってプラス

になるはずです。 

 

27年 11月佐久大学での「議会と語ろう会」で 

発言する友子 



 
  

第
三
回
定
例
議
会
が
８
月
３１
日
か
ら
９
月

２９

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登

壇
し
ま
し
た
。 

中
学
生
の
遠
距
離
通
学
と 

高
校
生
の
通
学
費
に 

よ
り
一
層
の
支
援
を 

（
吉
川
）
小
学
校
は
4
キ
ロ
以
上
が
バ
ス
通
学
と

な
っ
て
い
て
、
望
月
小
学
校
で
は
全
校
児
童
407
人

中
約
半
数
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
に
な
っ
た
と
た
ん
、
自
転
車
で
通
学
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
中
学
生
の
遠
距
離
通
学
へ
の

対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答
）
遠
距
離
通
学
と
は
、
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
の

片
道
の
距
離
が
６
キ
ロ
以
上
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
方
法
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ス
ク
ー

ル
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
路
線
バ
ス
定
期
券
の
発
行

の
ほ
か
、
片
道
が
４
ｋｍ
～
６
ｋｍ
の
自
転
車
通
学
の

生
徒
へ
は
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
臼
田
中

学
校
及
び
望
月
中
学
校
へ
通
う
遠
距
離
通
学
の
生

徒
に
対
し
て
は
、

バ
ス
及
び
鉄
道
以

外
の
交
通
機
関
を

使
用
す
る
場
合
、

通
学
距
離
に
応
じ

た
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
佐

久
市
内
の
遠
距
離

通
学
の
生
徒
数
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

（
吉
川
）
私
も
個
人
的
に
何
人
も
の
保
護
者
か
ら

送
迎
が
大
変
だ
と
言
う
悩
み
を
聞
い
て
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
佐
久
市
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
た
要

望
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
答
）
佐
久
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の
懇
談
会
に
て
、

冬
季
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
増
発
、
新
し
い
バ
ス
路

線
の
検
討
、
小
中
学
校
連
携
し
て
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
と
協

議
す
る
機
会
を
設
け
、
地
域
の
実
情
を
お
聞
き
す

る
中
で
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
次
に
高
校
生
の
通
学
に
つ
い
て
で
す
。
高

校
生
に
な
る
と
通
学
範
囲
も
中
学
生
の
時
よ
り
広

く
な
り
、
保
護
者
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
高
校
生
の
通
学
状
況
で
す
が
、
望
月

よ
り
他
地
区
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
の
数
は
206
人

い
て
、
内
容
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。 

蓼
科
高
へ
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
、
大
変
助
か

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
野
沢
方
面
へ
も
200
円

の
市
の
バ
ス
が
あ
り
、
座
れ
な
い
ほ
ど
の
高
校
生

が
望
月
や
浅
科
か
ら
乗
っ
て
い
ま
す
。
岩
村
田
方

面
は
千
曲
バ
ス
が
あ
る
た
め
、
市
の
バ
ス
は
走
っ

て
い
ま
せ
ん
。
望
月
か
ら
岩
村
田
へ
は
片
道
600
円

で
す
。
岩
村
田
方
面
へ
の
バ
ス
も
通
学
時
間
に
乗

っ
て
み
ま
し
た
が
、
5
人
程
で
し
た
。
岩
村
田
方

面
の
高
校
生
の
保
護
者
に
聞
い
て
み
る
と
、
自
分

で
送
っ
て
い
っ
た
方
が
経
済
的
だ
か
ら
、
と
い
う

理
由
で
自
家
用
車
で
送
迎
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
定
期
券
に
す
る
と
、
野
沢
行
き
の
市
の
バ
ス

は
1
か
月

7
,3

4
0

円
、
千
曲
バ
ス
で
望
月
か
ら

岩
村
田
で
す
と
１
か
月2

1
,6

0
0

円
で
す
。
小
諸

方
面
へ
は
望
月
か
ら
の
バ
ス
は
な
く
、
ほ
ぼ
み
な

さ
ん
送
迎
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
他
地
区
か
ら
望
月
高
校
へ
通
う
生
徒
た

ち
の
通
学
手
段
も
重
要
で
す
。
望
月
高
校
の
魅
力

と
し
て
、
不
登
校
を
克
服
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て

成
長
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る
生

徒
へ
の
支
援
も
、
学
校
と
し
て
の
み
で
な
く
、
福
祉

コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
が
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。
福
祉
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
は
実
戦

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
障
害
の
あ
る
生
徒
た
ち
は

充
分
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
、
双
方
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
望
月
高
校
の
存
続
の
た
め
に
も
生
徒
た
ち

の
通
学
手
段
を
確
保
ま
た
は
、
補
助
す
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
上
田

市
で
は
指
定
の
地
区
在
住
の
高
校
生
は
一
定
の
額

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
内
高
校
生
へ
の
通
学
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。 

（
答
）
佐
久
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
高
校
生

の
通
学
費
に
対
す
る
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

（
教
育
長
）
ど
ん
な
実
状
に
あ
る
の
か
、
特
に
中
学

生
が
高
校
進
学
を
考
え
る
時
に
、
交
通
手
段
の
状

況
で
行
き
た
い
学
校
に
行
け
な
い
と
い
う
よ
う
な

状
況
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
実
情
に
つ
い
て
の

把
握
は
し
っ
か
り
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と

改
め
て
自
覚
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

（
補
足
）
10
月
に
行
わ
れ
た
佐
久
市
地
域
公
共

交
通
確
保
維
持
改
善
協
議
会
に
お
い
て
、
望
月
高

校
や
保
護
者
、
地
元
住
民
よ
り
、
他
地
区
か
ら
通
う

望
月
高
校
生
の
交
通
手
段
確
保
の
要
望
が
出
さ
れ
、

次
回
協
議
会
で
検
討
す
る
予
定
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
策
は
十
分
か 

（
吉
川
）
10
月
に
各
世
帯
に
送
付
さ
れ
る
通
知
カ

ー
ド
と
来
年
1
月
か
ら
発
行
可
能
に
な
る
任
意
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
こ
の
二
つ
の
カ
ー
ド
の
違
い
、

そ
し
て
用
途
に
お
い
て
は
、
税
、
社
会
保
障
、
災
害

と
い
っ
た
決
定
さ
れ
て
い
る
分
野
と
、
年
金
へ
の

連
携
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
利
用

可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
健
康
保
険
な
ど
の
医

療
分
野
、
金
融
機
関
、
図
書
館
な
ど
、
こ
れ
か
ら
利

用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
、
市

民
、
国
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
市
や
国

が
検
討
し
て
い
る
利
用
範
囲
の
広
が
り
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
住
民
登
録
の
あ
る

国
民
一
人
一
人
に
交
付
さ
れ
る
12
ケ
タ
の
番
号
を
、

行
政
手
続
き
で
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
事
業
者
に
は
一
法
人
に
ひ
と
つ
13
ケ
タ
の
法

人
番
号
が
指
定
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
国
は
い
ず
れ
、
金
融
分

野
や
医
療
分
野
へ
も
利
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
や
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
健
康
保
険
証
の
機
能
を
付
す

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て

は
、
今
回
独
自
の
機
能
を
加
え
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
の
動
向
を
見
据
え
つ
つ
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
医
療
分
野
で
の
利
用
拡
大
は
病
歴
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
で
す
。
こ
う
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
番
号
の
利
用
範
囲
が
広

が
れ
ば
詐
欺
の
対
象
に
も
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
6
月
に
報
道
さ
れ
た

日
本
年
金
機
構
か
ら
125
万
件
の
個
人
情
報
漏
え
い
、

ア
メ
リ
カ
で
7
月
に

2210
万
人
、
韓
国
で
は
昨
年

1
億
人
を
超
え
る
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
て
い
た
、

と
い
う
事
件
も
あ
り
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
や
個
人

カ
ー
ド
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
り
、
盗
ま
れ
た
り

し
た
場
合
、
再
発
行
の
際
に
番
号
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
番
号
法
で
定
め

ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
面
と
制
度
面
の
両
面
か
ら
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
と
し
ま
し
て
は
、
個
人

情
報
の
分
散
管
理
、
ア
ク
セ
ス
制
限
、
暗
号
化
、
こ

の
３
つ
が
中
心
で
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
と
し
て
、
生
涯
同
じ
番

号
を
使
い
ま
す
が
、
紛
失
や
盗
難
な
ど
に
よ
っ
て

番
号
が
漏
え
い
し
て
不
正
に
用
い
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
、
ま

た
は
市
町
村
長
の
職
権
に
よ
っ
て
番
号
の
変
更
や

カ
ー
ド
の
再
発
行
も
可
能
で
あ
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
個
人
カ
ー
ド
作
成
は
あ
く
ま
で
も
任
意
で

あ
り
、
厳
重
な
管
理
が
必
要
だ
と
言
う
こ
と
を
充
分

周
知
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

過
疎
計
画
で
は
ま
ず 

住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を 

（
吉
川
）
今
年
度
策
定
を
予
定
さ
れ
て
い
る
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
で
す
が
、
先
月
行
わ
れ
た
住

民
説
明
会
の
際
に
配
ら
れ
た
資
料
、
現
過
疎
計
画

の
進
捗
状
況
一
覧
表
に
は
110
計
画
、
157
事
業
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
な
か
で
望
月
に
特
化

し
た
も
の
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。 

（
答
）
主
な
事
業
で
は
望
月
中
学
校
建
設
事
業
、
望

月
地
区
新
保
育
所
建
設
事
業
、
東
西
幹
線
第
2
期

工
区
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
望
月

地
域
に
特
化
し
た
事
業
と
し
て
は
、
市
民
自
ら
が

企
画
立
案
し
、
事
業
実
施
を
す
る
団
体
を
支
援
す

る
駒
の
里
過
疎
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
、

望
月
図
書
館
を
支
所
へ
の
移
転
の
た
め
の
望
月
図

書
館
施
設
整
備
事
業
と
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
、

読
書
に
心
地
よ
い
椅
子
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
、
布
施

地
区
で
廃
止
し
た
教
員
住
宅
を
活
用
し
た
移
住
交

流
施
設
整
備
事
業
な
ど
望
月
地
域
の
特
色
や
特
徴

を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

（
吉
川
）
過
疎
債
は
、
こ
れ
以
上
過
疎
化
さ
せ
な
い

よ
う
な
対
策
に
使
わ
れ
る
べ
き
財
源
だ
と
理
解
し

て
い
る
の
で
す
が
、
今
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
が

ど
の
く
ら
い
過
疎
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
っ
た
と

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
住
民
説
明
会
で
、
1
か
月

以
内
に
住
民
の
要
望
を
ま
と
め
て
提
出
し
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
団
体
か
ら

ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
を
新
計
画
に
ど

う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
答
）
い
た
だ
い
た
団
体
や
要
望
件
数
は
、
望
月
地

区
区
長
会
の
28
区
を
は
じ
め
、
商
工
会
や
農
協
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
134
に

も
わ
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
駒
の
里
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
施
設
の
充
実
や
春
日
温
泉
周
辺
道
路

等
の
整
備
の
他
、
用
排
水
路
、
市
道
や
林
道
の
整
備
、

旧
春
日
小
学
校
の
有
効
活
用
や
農
業
振
興
な
ど
で

あ
り
ま
し
た
。 

（
吉
川
）
新
し
い
人
に
移
住
し
て
き
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
す
で
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
他
へ
引
っ
越
そ
う
と
思
わ

な
い
よ
う
に
、
満
足
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
支

援
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
地
域
住

民
の
み
な
さ

ん
か
ら
出
た

要
望
を
一
つ

一
つ
丁
寧
に

検
討
し
、
新
計

画
に
盛
り
込

ん
で
い
っ
て

い
た
だ
き
た

い
と
願
い
ま

す
。 

 

 

第
三
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 

 

野沢中学校 ３５ 

中込中学校 ４ 

東中学校 ５ 

臼田中学校 １ 

望月中学校 １９ 

計 ６４ 

佐久市内の遠距離通学生徒数 

平成 27年 9月 1日現在 

 

野沢方面 ６４ 

岩村田方面 ６２ 

小諸方面 ３８ 

上田・丸子方面 ２０ 

立科 １２ 

軽井沢 １ 

学区外、小諸養護など ９ 

合計 ２０６ 

望月から他地区へ通っている 

高校生の数 

 

 

27年 11月、臼田での「議会と語ろう会」 


